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　は じめ に

　いわゆ る琉球弧の 一郵 に位置付け られる奄美大島は 、 過去 、 琉球王朝 （沖縄）支配 、 薩

摩藩支配などで揺れ動い た葛藤の歴史を重ね 、 さらに戦後は米軍政府下に入 り、 昭和28年
の 本土復帰に よ っ て 鹿児島県に編入されるとい う受難の 歴史を辿 っ て きた。 同島に は現在

も数多 くの 伝統文化が継承 されて い るが 、 本報告で取 り上げる豊年祭もその 一
っ である。

　豊年祭に っ い て の 事例報告や分析に関 して は過去数多くの 成果が公表され 、 九学会以後

の奄美研究を リ
ー

ドし活性化 して きたこ とは周知の事実である。 本報告で は平成10年 に実

施された宇検村田検集落の 豊年祭の 事例を取 り上げるが 、 特に豊年祭の なかで実施される

相撲に着目し、 豊年祭の 目的変化 と相撲の形態変化を中心に論 じて みた い 。

宇検 村 田検集落 の 概要
　鹿児島県大島郡 宇検村は鹿児島県の南方 383  に位置 し、 奄美大島南西部に あ っ て名瀬

市か らの 距離は約57  で ある。 北は大和村、 東は住用村、 南は瀬戸内町 と接 し、 村の総面

積は102．55  2
。 村内の 14集落は西側の 東シナ海に向か っ て入 り江を形成する焼内湾沿岸

沿 い に点在 し、 田検集落は湾の北側にあ り、 宇検村の 中心集落で あ る湯湾集落とは 1   程

度の距離に位置する。 焼内湾は天然の良港として 知られ、 深 く穏やか な入 り江 は遠近海漁

船の 避難港に な っ て きた 。 村内全域の土地構成は90％以上を山岳地帯が 占め 、 奄美群島最

高峰の 標高 694mの 湯湾岳を中心 とする山々 が東西に延びる連峰を形成 し焼内湾を囲むた

め、 冬季には北か らの 寒風を遮断 して温暖な気候をなす源 とな っ て い る。 また 、 アマ ミノ

ク ロ ウサ ギなど貴重な国指定特別天然記念物の 生 息地で もあるが、 河川は急流をな し、 可

住地は狭小である。 気温は年平均20．3℃ 、 年間を通 じて降雨量 が多い ため高温 多雨の環境

にあ り、 温帯植物や熱帯植物が成育 して い る。

　 『村勢要覧1等によれば、 村内の 人ロ ・ 世帯数は大正期に9000人余、 約1800戸で あ っ た

が 、 以後は漸次減少傾向となり、 昭和55年に2595人、 1039戸まで落ち込むが 、 その 後減少

率は鈍化 し昭和60年2473人 、 1053世帯、平成10年には2405人、1157世帯を数えて い る。 だ

が 田検集落に 限定すれ ば、 昭和60年 214人、 86世帯、 平成10年 167人、 86世帯と、 近年も

過疎化の 傾向か ら免れて い ない
。 伝統的な生業で ある農林業へ の年間を通 じた従事者の割

一59一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japan Information-Culture Society

NII-Electronic Library Service

Japan エnformatlon −Culture 　 Soolety

合は低く、 農家戸数は全戸数の 2割程度、 その ほとん どが第 2種兼業農家である。 村内に

田圃は現存せず、果樹と鶏卵の 生産が 申心 とな っ て い る。 近年は第3次産業中心の 構造へ

と転換 しっ っ あるが、 水産業や建設業へ の依存度は高く、 特に焼内湾に展開す る鯛 ・フ グ

。 真珠等の 養殖業が顕著で 、 漁業生産を支えてい る。 しか し、 村で公社を設立し、 サ トウ

キ ビを利用 した黒糖焼酎を開発 して村内生産 し、 不振で あ る林業へ の 対応策と して 合板生

産を行 うな ど、 農林業を基盤 と した新たな展開が模索されて もい る 。

豊年祭 と相撲

　豊年祭 は十五 夜祭とも称され、 新穀1 謝の みな らず五穀あるい は新穀の豊饒を願 う予祝

行事の 性格も併せ持っ と考え られ る年間最大の祭 りで ある。 宇検村の 各集落で実施され る

豊年祭で は八 月踊りと相撲が祭 りの メイ ンイベ ン トとな っ て お り、 田検集落 も同様で ある。

宇検村で は稲作が衰退 した現在に おい て も、 農耕儀礼の 代表的な存在として各集落単位で

8月か ら10月に か けて実施されて い る （※田検集落で平成10年 8月16日に実施された豊年

祭の 概略につ い て は 、 報告時の 配布資料を参照された い） 。

相撲は元来、 神事 と深 く関与 して成立 し、 以後 、 娯楽性や競技性を高めて い っ たと され

て い る。 奄 美の 豊年祭で実施され る相撲は 、 祭りの 娯楽性を支え る重要な要素として、か

っ 島の 暮 らしを守る力強い男性像を具現化する象徴と して 執 り行なわれて きた 。 と同時に 、

相撲の 節会 として宮中で古来より実施された豊凶占い や水神供養の 神事として の 側面も有

して い た とみ るこ とがで きるだろ う。

奄美の相撲 と沖縄 の角力

【奄 美 の 相 撲】

奄美に おける柑撲の 起源は詳らかで はない が、

一説 で は、 江戸享保期にすでに 「十五夜

相撲」が行なわれて い た とい い
、 また 、 八月踊 りの起源が琉球王朝支配の時代とされ るこ

とか ら王朝支配 以後の 開始とみ る説 もある。 その 後の 歴史的展開は こ こでは省略するが 、

相撲の ス タイルが琉球 ・ 薩摩の 両支配に影響を受けた可能性は否定で きない （※歴史的展

開等の 詳細は ［八木橋 ：1999］を参照 されたい）。 だが、 幕末期に奄美大島に遠島とな っ

た名越左源太が記 した 『南島雑話』の 「嶋人相撲」の 図に は 、 米俵ら しきもの で作 られた

円形の土俵、 大和式の マ ワ シを締め相撲を取 る力士 、 軍配 ら しきもの を右手に持 っ た行司

の 姿が描かれて い る。 いずれ に して も、 現在豊年祭で実施され る相撲の ス タイル は地元で

江戸相撲 （大和相撲）と称される大相撲形式の もの で 、 娯楽性 ・ 競技性の 高い 内容とな っ

て い る。 なお。 奄美の 相撲の 競技性を考え るに際し、 大正期以後は横綱な どの 階級制を採

用 した全 島レヴェ ルを単位 とする相撲が確認 される こと、 奄美が米軍政府下にあ っ た時代

に朝汐が大阪出身 として 角界入 りした事実、 本土復帰後も大相撲入 りを果たす力士が あ っ

たこ と、 昭和4 年代に 日本相撲協会の 助言で 奄美全郡に相撲協会を設 立する動 きがみ られ
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たこ とな どは重要であろ う。 現在も全日本ア マ チ ュ ア相撲 、 少年相撲全国大会等に優勝者

を出すなど、 奄 美の 相撲の レヴェ ル の高さはよ く知 られて い る 。

【沖縄 角 力 と の 相違】

　一方、 沖縄で は相撲はシ マ と呼ばれ、 「角力」 と表記する例が多い 。 沖縄角力は ウチナ

ージマ と称され、 大和式とは異 なるス タイルで知 られて い る。 『沖縄大百科辞典』に よれ

ば、 戦前 まで は成文化された競技規定の ようなもの はな く不文律が厳守された。 娯楽的な

要素が濃く、 反則をすれば観衆か ら引き出された とい う。 常設の土俵はな く、 平坦地に砂

やおが屑を撒くだけで、大 きさや形 に も規格が なか っ た 。 円形の土俵や競技規定が確立 し

たの は戦後の こ とであ っ た 。 沖縄角力で は大相撲で い う立合い がな く、 裸に もならず 、 マ

ワ シ も存在しない
。 運動着や柔道着を着用した上に マ ワ シの 替わりとなる帯を締め、 その

帯を掴んで 右四っ に組んだス タイル か ら勝負が開始される 。 ．土俵にあた る砂場か ら外に出

て も、 地面に手が つ いて も、 倒されて も、 完全な勝敗は決せず 、 必ず背中 （両肩）が地面

に っ くこ とが必要で 、 技有りの 判定 もある。 多 くは豪快な投げ技で相手が仰向けに倒され

て勝敗が決まるが 、 制限時間内の 何本勝負とい う形を採用して い る点も含め 、 大相撲形式

の ス タイル とは大きく異な っ て い る 。 沖縄で は 、 沖縄角力と大相撲形式の 相撲は別の もの

と認識されて お り 、 大和式の相撲は大正時代に旧 日本海軍に よ っ て伝え られた とされ る。

　沖縄角力の ス タイル は、 立合い の ない 韓国相撲 （シル ム）やモ ンゴル 相撲に共通 し、 沖

縄角力の 文化的位置付 けに考察の 余地が ある ことを示唆して い る。 俗に琉球弧の 文化圏 と

される奄美大島で は同様の 相撲ス タイル を確認す るこ とはで きないが 、 吉満義志信識が明

治28年に著 した 『徳之島事情』 に掲載された 「角力の 図」に は 、 明らかに沖縄ス タイルの

角力が描かれてお り、 奄 美群島の な かで の 相撲 （角力）の受容と継承の され方 に違い の あ

るこ とを示唆する もの と推察され る。 だが、 年中行事と結び付き、 祭礼等 に奉納 される点

は奄美 ・ 沖縄共通 とい え よ う。

結び に か え て 一 豊年祭 の 目的変化 と相撲形 態 の 変化

豊年祭は奄美の各集落 における年間の最大行事で あ り、 祭りを素材に神観念の抽出や年

齢組織 。 社会関係 。集落間関係等の分析解明など様々 なアプ ロ
ーチが計られて きた。 また 、

踊り ・ 唄 。 相撲等の芸能的側面に着 目した研究も少な くない 。 だが 、 豊年祭の重要な構成

要素である相撲に 限定すれば、 相撲その もの の形態 に着目し、 相撲それ 自体が持っ 意味を

問題 とする試み は過去な されず 、 大相撲形式の取組みが 自明の こ ととされてきた。

豊年祭が本来 、 農耕儀礼で あ るこ とは既述 した通 りで あるが 、 農業が 衰退 した現在の 宇

検村におい て は 、 農耕儀礼として の 豊年祭は もはや本質を失い 形骸化した行事として現存

して い る とみ るこ とがで きる。 しか し相変わ らずシ マ 最大の 行事で あるこ とは 、 そ こ に別

の 意味が付与され行事存続の 力として作用 して い るこ とを想像させ る。 シ マ へ の 強固な帰

属意識 、 余興な どの 娯楽性を高め るこ とで の 活性化な どが その 背景と して指摘され て きた。
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　だが 、 相撲に着目してみ ると、 また別の側面が垣間見えて くる。 豊年祭の相撲が力強さ

と娯楽性、 さらに儀礼性を備えた もの で あるこ とは既述した通 りであり、 現在もそれは失

われて はいない。 しか し、 相撲の競技化が よ り鮮明に な っ て きた事実 も無視で きない
。 宇

検村湯湾集落 に住む40代の 男性 は、 20年ほ ど前に村が アマ チ ュ ア相撲協会に入 っ てか ら相

撲か ら楽 しみが失われ 、 競技にな っ て しまっ た とい う。
また

、 昔は各集落 ごとに認め られ

たタテ行司 （名行司）がい たが 、 今はアマ チ ュ ア相撲の 行司資格を持っ 人が 、 ルール に則

っ た審判 と して 行司を務め るケ
ー

ス が多くな っ た 。 現在では各集落に常設されて い る屋根

付 きの立派な土俵 も、 以前 はみな通常時はただの地面で屋根 はなく、相撲を取る際に砂入

りの 叺を並べ た り、 綱で 円を描 いて 土俵と し中に砂を撒 く程度の もの であ っ た。 現在の屋

根付きの 4本柱も、 以前は豊年祭に合わせて紅白の布を巻い た柱を立て 、 その 対角線上に

注連縄を渡 して張り、 縄の 交差 した ところに電球を下げた。 多少の 雨で は中止にな らなか

っ た とい う。 ところが 、 近年の 村の指導で各集落の土俵は大き く形態を変えた。 4本の柱

は赤 ・青 ・黒 ・白の 4色に塗 り分け られて い るが、 こ うした配色 は以前は皆無で あ っ た 。

こ の 4色 は大相蹼の土俵上の天涯か ら垂れ下が るフ サの 色と同じであり、 大和式の大相撲

やアマ チ ュ ア相撲の様式と共通する色彩要素で ある。 形式面か らの競技化が進展する こと

で 、 結果的にル ール重視の ス ポーツ としての 相撲 として意識されるに至 っ たと考え られ る。

　また 、 田検集落で はこの年 、 力士の 怪我を避けるための精神的支えとな っ て い たサシガ

ミ （殺生神）をみ る道具の使用をやめ 、 サ シガ ミを意識する こ とさえなか っ た。 祝祭を支

える儀礼の場 、 結束の 場として の役割を喪失した豊年祭 は 、 親睦の場 、 慰労の 場へ と変質

し、 もはや神事的意味合い は強調されな い の で ある。 しかも、 子供たちの娯楽面での多様

化は、 豊年祭その もの や相撲に対する興味関 盛・の 低下や分散化を も招い てい る。

　いずれに して も、 近年、 全村レヴ ェ ル で行なわれた土俵の常設化と土俵形式の 大和相撲

（大相撲）化の 流れが、 相撲の競技性をより一層高めた こ と、 さ らに本土復帰以後、 特に

ス ポー
ツ として の 相撲が 一般化 したこ とが 、 祝祭空間で の 相撲に与えた影響は少 なくない

と思われる。 各種大会で の 奄美出身力士の活躍が これをさらに助長 した ので あ っ た。 しか

し、 競技性の 高ま りは同時に相撲の 特定少数化を進展 させ 、 能力ある実施者の優位性を高

める結果 となり、 旧来の 豊年祭で行なわれ て きた特定多数 に よる共時的な娯楽陸と平等性

をは ぎ取 っ て い っ たの で あ る。 相撲の 新たに扮化 した姿が こ こに はある。
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